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今回の東li本大震災により構性となつた方々とご家族

様に,東 心より東悼の意を表しますとともに,被 災された

すべての方々に心からお見舞いを申しLげます

またこの場をお倍りして,全 田案剤師 ・在宅療養支援

連絡会に対しまして災学時にfi益な情報を結しみなくご提

供頂きました全ての企業、F]体、個人の皆様に対して深

く感謝を中しliげます

昨年3)]の震災発生LF後,恐 らく全回の医療従事青

が、現地での支援活動に参加したいという想いと勤務先

を体めないという現実の間で常悩されたことと思います

かくいう筆者もlHlじでした 筆 者は長崎県の五島列島と

ヽヽう九州最西瑞の離島に住んでおり1宮 城県ri巻市から

薬剤師ボランティア

必携資料集

だと直線距離にして1,300kmを超え,最 短のルートでも

国内なのに飛行機の乗り継ぎが2阿必要です 現 地で 1

:1活動するために,往 復の移動で丸2[1を要します 会

社の人員も決して多くFまありませんので,現 地での支援

活動に参加することは叶いませんでした し かし「現地に

入れなかったから支援が出来なかった〕ということはなく、

むしろ離れていたからこそできた支援があることを,是 非

知って頂きたいと思います

筆者の所属する、全国葉剤師 ・在宅療震支援連絡会
'

(以下13‐HOP)で は、通常から会員間で質問 ・応答や

勉強会の告知年にメーリングリストを利用していました

が,震 災直後から,案 剤師の祝点で被災地で役に立つ

と思われる資料や情報が矢継ざ早に飛び交いました 被

災者から得たllH葉状況をより的確に医師ヘフィードバック

するための「治療案確認票Jや,協 力企業から無償提供

された葉剤写真などです し かし,次 から次へと膨大な

資料が寄せられたため,埋 もれていく資料も増えていきま

した 必 要な資料を迅速かつ的確に被災地で取情選択

し活用するためには,そ れらに索引を付けて1つの資料

集とすることが求められます

そこで、集められた資料ゃ情報を現地でrar能な限り簡

単に扱えるよう,J-110Pの lCT委 員会で「葉剤師ポラン

ティア必携資料集」(以ド,必 携資料集)として集約しまし

た(図1)こ の中には、避難所年における生活環境が少

しでも改善するようにと」HOP会 員が作成した,被 災者

の皆様のケアに役立つ資料(,F尿や睡眠,認 知症患者お

よびそのご家族等へのアドバイスなど)も合まれます ま

た,長 時間の使用に耐え携帯性に優れるiPad等の電 子
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端末での使用を想定し,H的 の資料へすぐにアクセス出

来るよう文書内の該ちページヘのリンク、あるいは文書

から直接インターネットを利用して」HOPホ ームページ

内のファイルを取得できるようリンクを多用して作成して

います 加 えてパソコン(Windowsに限る)での使用であ

れば,イ ンターネットに繋がらない状況 ドでの使用に耐

えられるよう,必 携資料集に描載されている全ての資料

をパソコン内にインストールできるようにパッケージ化し

ました

その他の活動としてぅ現地に入つた支援スタッフとの

連絡を密にし、現地で使用されている選難所 ‐覧の追記

修正なども行いました これらは1正 しい情報を落ち着い

て扱える遠隔地でこそ出来る作業です

「現地に入らないと何も出来ない」という認識は,イ ン

ターネット年により時間と距離を無視して情報伝達を行え

る現代社会において,決 して正しいものではありません

被災者をサポートしている集卜Jに腐する意志と,率 先し

て11しい情報を収集 発 friする努力があれば,現 地ス

タッフが有効に活用してくれるのです

最後に,この場をお倍りして2点提案させて頂きたいと

思います まず 1点11ですが1被 災地支援へ向つた業剤

師の車両が ‐般車両と間違われ、各所で足止めされた

と問いております 原 因は幾つかあると思いますが、中で

も「何をする集同なのか分らない」という理由が大きいよう

に思います す なわち、一日見て策剤師であると分らな

いことが大きな原因ではないでしょうか 渥 乱しやすい非

常事態において、それぞれの職能団体が他者に分りや

すいようにアピールすることも,余 言|な混乱を11まないた

めの 11夫と,:えるでしょう 例 えば医師であれば「医」、

業剤師であれば「薬」と大きく書かれたピブ(ゼッケン)を

装清するというルールを作ることで, ‐般の被災者にも

分りやすくなると思います

もう1点は、H頃 からの災年に対する備えの重要性で

す 当 たり前だと思われる方も多いと思いますが,今 こ

の瞬間に大地震が起きたと想定した場合、お読み頂いて

いる貴方の職場は,は たして通常通り機能するでしょう

か 例 えばほとんどの方の職場でパソコンをお使いだと

思いますが、デスクトップ型に無停電装置を備えただけ

では数分～数 十分間しか動きません ま たコンセントが

床付近にあれば,そ れが lつ減水しただけで1建 物全

体で電気を使用できなくなる事態に陥るかもしれません

そうなれば分包機も使えませんので,葉 包紙を子で折つ

て分包する必要も出てきます 読 告の中にはここ数年,

分包紙を折ってないという方もいらっしゃるかもしれませ

ん ほ んの一例に過ぎませんが,分 包紙の折り方を定期

的に確認する、これも「1頃からの備えに合まれるのでは

ないでしょうか

*hitp/肺耐 j hop jp/、全IH紫剤師 ft宅療養支援連絡会



体験レボート災害時における薬剤師の役割～東日本大震災でわかつたこと～

被災経験から生まれる災書への心構えと

災書対応準備・訓練の具現化
うおぬま調斉1グループ なのはな調剤栄テう

金井 秀樹

【はじめに】

束日本大震災の7t生から瞬く間に10カナ1余りが過ざ去

ろうとしている 災 存時の詳し,P情報が出てくるたび、そ

して復興の進行状況を'iF町見たとき,被 告の出大さを改

めて認識し身のrilさ締まる思いである

【被災経験】

私たら、うおぬま調剤グループは中越地震 (直ド)、中

表 1 災 害備品一発表

越沖地震、束日本大震災の3月 11日の夜半の長野県北

部地震(Hl地域すぐの県境での高下),7)1木の大水fと ,

近年において幾つかの:1然災;キを直接経験している こ

れらのどの災;ギでもi 的身も合めスタッフの白家での被

1年はさまざまあったものの,案 サrtの機能を機なうことなく

無事に業務を遂行できたことは本・1に幸いであった

【被災経験から生まれた取り組みと準備】

これらの災常を経験してきたJ4グループで

は,災 年に少しでも対応できるようにさまざま

l R中電灯 X3至 ■o ラ ンオ付機 中母灯

個人用管理用 X人 数方

ヘルメット タ オル 単 手袋  火 災時遅雑用 ビ=一 ル袋

ヘルアタト予備用 X5

火災時用

消火縁

逮離用 B― ブ (結び 目あ り 結 び 目な し,

タオル  火 災時越醸 用 ビ=― ル中

長 い脚立 (格子便局 が可能 な タイ ブ)

上のう装 60枚

フラント紙おむつしLP36松 X6180枚 箱)X2

塩化カルシウム(給水ポリマー処理用)5k9

強力粘着パワーテープ 48rnm X 10m ア サヒベン

蓄圧式消奉薬噴籍器4L

水書時消毒薬

クレソール オ スノ`ン ビ ■―ラックス

停E時 控務連行用

発電機 に 援コート DR明 ライト

車からのガツリン抜さポンブ

ガソリンタンク 20t X 2 10t X l カ ツけツ20し

上血天稗セ ント(線の8011)

上皿天稗 分 観セット 乳 銃 乳 4● 秦匙

薬包紙 ′ ラヽピン 特 大型 500枚 中 型 2500被

手書き薬袋 各 種 3枚 懐写用紙

クーラー60X 保 冷剤

石油ストーブX3 灯 油タンク20L 灯 油 20L

ストーブフェンスX2 ヤ カンX2

テント ブ ルーシート

懐中■灯 ラ シオ付懐中電灯 マ ルチハワーステーション

単  23電 池 フ ルサイズ電池アダブター

ltさあ 力 ″ター タ オル バ スタオル r手  ゴ ム手袋

テインシI BOX カ ムテープ ロ ーブ(ビニール)

日―プ結び目あり(予指用 )

」ミ袋 十六)100枚  」 ミ袋 4' 50供

ンクプのダンポール 約 16箱  新 陶極 約 1カ月分

バケッ 20L 2個

消 エタ オ スバ ン

な取り和1みを実施してきている 実 はその発

瑞は,1995年 のFrk神淡路大震災にある

対岸の火事にしないという心構えの 下に,

それから高ぐ忠者へのお案子帳の配布を開

始した ま たお薬子帳に対し調剤報酬点数

が認められる前の段階であったが、震災時

にかなりrF用であるという情報を基に,忠 者

に震災時の有用性を説き,か なりの率で忠

者が来,13時に持参してくれるようになったこと

は,ま だ記憶に新しい そ れは、その後の

新潟県中越地震において活かされた また〕

阪IIIでは火災による被ヤも多かったことから,

全ての業局に炊事用のガスは弓いていない

そして、!成下の中越地震の経験からは,よ

り只現的な備品準備と訓練を実施している

その中心はグループスタッフからなる「災害

時準備対策プロジェクトチーム」と「新型イン

フルエンザ対応プロジェクトチームJである

現在,表 1(6ヵナ1想定のパンデミックヘの対

緊急連絡縛表

安否確認電話使用 マニ ュアルカー ト

遠隔地 との三角連絡システム (システム構築中)

曇を生活常晨

水密時用

防喜用

保温シートX人 数分 簡 易雨具 X大 数分

プテブチエアークンシヨン 1 2 X 4 0 m

保 温 シ ー ト(銀alE手 | 工 7-シ ェンシー ブ ラ ンケ /ト

イレの確保

察る 田易 トイレ 緊 怠用 トイレテント

スケタトイレ100回分(小25回分)

トイレ用ポリ装45L黒【人数X35枚】
トイレクトベー′ヽ一

水め確保

AED 担 架

止血パット タ オル 」 ム手袋 皮 膚消毒来

カットハン ガ ーゼ 包 帯 tまんそうこう

水 ヤ 5L8本 入り1人数 X ll×7日分】

艦帯用淳小器4ビ用

ポリ折りたたみ水入れ 10L ポ リ容母 20L 3個

よ科関係

o急 ヘーカリー(缶′ヽン)人 数X5資

o米 1食五目ご飯 16食セット 人 数X16資

概ヨ″プ ポ リお椀 割 り書 ス プーン

サランラップ ア ルミホイル 万 スコンロ

敷駒局)保 身用

ショベル (マル先突)X2 ハ チツル 15k。 (ツルハン)

圏矢  両 日本ンマー36k。 平 /(―ル ジ ヤッキ

ブレイクハンマー(強化方ラス等割る′ヽンマー)

示ルトクリッパー 600mm(ポ ルトやワイヤー切断ハサミ)

チエーシンー オ イルと燃料  折 込のこぎり240mm

度手袋 妨 Eメ ガネ 防 Eマ スク 安 全靴

ホイッスル (2個入れ)妖 静型 セーフテイーライト

ヨード丸とそのlg用マニユアル(薬局保管と各自保管)

叱物処理用パケツtツ トと使用マニエアルX2セ ット

本2冊 (自然災書ハンドブック レ スキユー/ ンヽドブ/ク)



応備品は除く)のような備品をぅこれもさまざま

な想定の下に保管場所も考慮し備えている

震災〕水官〕火災等それに伴う電気,木 の供

給ストップ,ガ ソリン】灯油そして物流のストッ

プによる生活消耗h品の不足なども想定しての準

備である グ ループの一店針では敢えてメJ油

のファンヒーターを暖房に使用し,灯 油の備

吉を,4つている PC(パ ソコン)もltえる正弦

波発電機とllL線準備は言うに及ばず、AEDや

す卜1架〕IL血パッドなどの人命救助のための備

品や、柏崎原発も近いことからヨード丸も全ス

タッフが備えている

【真摯な災言シュミレーションと訓練】

しかし,最 も重要なのは物ではない 物 を備

えた上で,そ の意味を理解し、災常時に使え

るように真撃な想定と訓練を飽きずに実施して

いくことが最も重要である また,そ の訓練のリーダーを

訓練毎に代えることも必 lKrでぁる こ の度の束日本大震

災でも,と 大な災告を想定し訓練を実施していた施設で

は,金 利用音の命が助かつたという1肯報からも、いかに

,1頃の東撃な訓練が重要であるかが分かる

キグループの災告訓練は次のような優先順位で考え文

施している(写真1)

①riらと家族の生命と身体の保持(これができなければ

欺助も救援活動もない)

②l青報伝達,収 集手段(災常状況〕家族やスタッフ

問,独 村在宅忠キなどの安否酢認)

③7日間の生活の備え(束日本大震災の状況から311

問を7H問 に変更)

④緊急災ギ欺助(重章物のド敷きになった人の救助や

A E Dの 使用などの数命訓練)

⑤日常業務の遂行(建物の保持Ⅲ停電時の発電機使

用副練)水常時訓練など)

夜問停電時の業務再開発電ヨ‖練

【被災時の心構え】

そして,こ れらの前練は,以 下の「基本事項Jを肝に銘

じることから実施している

災害時1緊 急時は普段と違つて,大 任せにできない

状況になることを確認

全てのスタツフが備品の保管場所や使用方法を理解

していること|

災害時,恐 怖心に負けないこと1冷静になる精神コン

トロールカを養うこと||

自分も含めて生命を最優先し,無 理は絶対にしない

こと1!

われわれ医療人の災常峙におけるずi任は大きなものが

ある 以 上述べたように,まず身を守り, 自身の維持手

段を確保し,で き得る限り通常業務を可能にしていく準備

をすることが、医療人としての災害時,特 に被災地域に

なった場合の責イrを果たすための第 ‐歩と考えている

そして,こ れらの縦続した準備や訓練が、次に近隣ゃ遠

方の被災支援にも繋がるものとも考えている

実務実習生への発電機使用訓練

写真 1

フラット型紙おむつを利用した土衷作り目‖練



3日11直 後,地 元薬局の一週間
ねもと案'3グループ1(長

茨城県薬刺師会常務理事

根本 ひろ美

311年 後2時 46分 )私 は東京の会議に出席していた

会議中,大 地震は起こった

自分の薬局3店舗がどうしているか気がかりで,連 絡

しても電話は通じず,唯 一ドコモのショートメールで安否

確認をした 会 議は中断し,帰 路に溝いたが車車車…

大渋滞で動くことができず 道 行く人は電車がストップし

たために黙々とアリの行列のように歩いていた 茨 城に

入るとだんだんと晴くなり,ま っくらのLl適,水 ,i市内も

全く明かりが途絶えていた…業'3に戻ったのは26時を過

ぎたところだった と ても夜々がされいで天の川が夫し

かつたの力章印象的だった

翌「11開 店できたのは2店舗 結 合病院の「1前策,3

である「ねもと案,3病院前店JとOTC業 や雑貨も取り揃え

ている「ドラッグよしの薬たjjが店を開けた ス タッフも全

員ではなく,対 応できるスタッフが集まって対応すること

にした

まず心配になったのは、在宅業務を行つている思者さ

ん達だった 朝 から携帯電話で連絡をし1連 絡が取れな

い所へは1軒 1軒訪ねてい1った 茨 城では,翌 日は11中

ポカポカ陽気で、在宅酸素の忠者さんも稼側でH向 ぼつ

こしていたのにはホッとさせられた ま た,人 11呼吸器を

使用している忠者さんの所では、電源を時モから取つてい

た ケ アマネージャーも来ていて,ガ ソリンの供給に持

労していたので、当局でも携行缶にストックしていたガソ

リンをその感者さんに提供した 翌 Hの +1曜11には

30km離 れた地域までガソリンの確保に出向いたが,ガ

ソリンスタンド前は長蛇の列で子に入れるためにたくさん

の時間がかかつた

一方,「ねもと薬テj病院前店」では門前の病院の急忠の

対応に追われた 電 気がきていないので、散剤の処方

や ・包化、調剤本十の算定を困難にさせた 断 /kなので,

シロップ剤の処方も対応が難しく、また、散剤を生剤な

どで代用することを促した 電 話は不通のため、それら

も人が走って病院に出向き,LF接医師と相談して対応し

た

前ilの地震LIT後に業をもらわずに避難された感子さん

もおり,午 後からはおldけ業務を業剤師 事 務1転ずつ

で行つた 地 剖れや段差により、想像以 上に適が閉鎖さ

れた|モ問などで、卓の走“iが困難な場所が多く,何 か

あったときのために2名以上での行動を″いがけた

お柄けする障は衛生状態の確認をし,必 要な患者さん

には消毒剤を販売しながら、 子の消毒を普及啓発した

また,村 の防災本部に出向き,衛 生状態の確認をし、ト

イレや子洗い場所に消毒用アルコールを設置するように

助:iした

停電のため,Hが 井ったら店を開け,11が落ちる夕方

5時唄に業'3を閉める生活だつた 3HHに やつと「ねも

と栄対病院前店〕地lXの電気が復‖1したが,「よしの薬

'3J「1様,断 水は続いた 411,1の用曜日,3店 舗の薬

'3すべてを開店することができたが、まだまだ 予想は,1

かつた な んと開店後30分でトイレが話まった 病 院の

トイレが使えないため、業た3のトイレの使用が急増した

ためだ 業 '3の衛生状態を保つためにも水が必要で15

1111からは4時起きして井戸水を確保し,職 員の食事の

確保をし、ガソリンスタンドに並ぶH々が続くようになつ

た

「よしの業崎Jではウエットティッシュゃトイレットベー

パー,テ ィッシュ、オムツ1粉 ミルク、マスク,乾 電池,



写真 1 市 内の状況 写真 2 高 速道踏下 写真 3 ね もと薬局スタッフ

ロウツクなどを求めて ‖ にレジnlにはお作さんの行夕」

ができていた な んで?と思つたが,川 りの物流が 1

まっているからなんて女tづく余裕すらなかつた な かには

江で頭をと1傷したり、お壊でrLを明つて米オjする忠ヤさ

んういて で きるはヽりのlrlL F'tをそのサ坊で47t,(することも

あった

医来市市のlr!保も難しいと考え、 10H分 だけでの対,さで

残りは後||お111けなどの対応に切り杵えた 花 朽),Lゃ

OTC来 のllt先が11 増々えていつた そ して Lrl水が続く

ことでアルコール消ルによる千あれゃ|1内炎、勝肌突竹

たくさんの州i夜のはイさんで流れた Ⅲ Pl病院の″とヽ,1て内

科に迎うはイさんカリ内17Lにそiくことができず、近所のl Kl

院ゃ クリニックで精神1科米物の代理処方を|liしてもらえ

ず四るケースが何人もあつた と り急ぎお栞 子帳を1格!認

の L 10+分 を薬価でlil弾したものを忠キさんに支"、っ

ていただき、後で粘研していただくようなこともあった

il波で,タサイて所が閉鎖してしまい、インシェリンわり|【くなっ

て助けを求めに水る忠ヤさんもいた 桁 が適れす1埼17Lに

行けなくなって 流 此防 にのお業が無くなってしまった忠

缶さん い ろんな忠ヤさんが11まぐるしく来'jされ そ の

m十1芝 怖i機応変なヤヽ十応に追われた

今Ⅲlの束1本 人使災を体験して,閉 めてしまうに麻機

町が多い中、地域の 41'jとして人々のために来サr↓を開め

ることなく対応し続けられたのは、マンパワーや水、食料l

の1作保もできたことがあり、弾境にはまれ ヤ逆であった

そして、たくさんの問題も知ることができた ま た、お米

「帳にて来市1帥「がlHl断して忠脅さんにお米をお波しでき

る11例処rtが取られたことは と てもイf効だったと思う

とりあえず 心 身ともにイ(安たらけの地域の方々に少しで

も友′とヽしていただけるよう で きることから対"ぷして行くと

いうことが 地 ブこの来月の腕の兄せ所ではないだろうか

そのためにはヨH剤だけに明け井れることなく 地 域の11

活を支える栄剤ll iであるために 地 域との迎批も忘れる

ことなく、 活 動して行こうと思う

来剤仰「倫理規定の第 1条にあるように災十での来ヤ1印「

θ)lrlきは1綱抑|だけでなく、ポ1ル沖|の供給ゃ件1lif雅境改苫

など晰広く必要とされていた  1町 tからこの舛サl朱を念J〔

にrtき、原メitを児つめて、阿民の安令女心 命 を
″、1する

栄抑lmfでぁりたいと強く思う



体験レポート災害時における薬剤師の役割～東日本大震災でわかつたこと～

多職権協働災書医療チームPCATに

参加して学んだ『人」と「人」のつながり
イi限公【しよつ唯■はつ雄来局)代表H文締役

笠原 徳子

木“iイFの災告のH手に持が11きていくために小
Hlに必要な

ことはlrか 助 けriうこと…っながる、つながつていく、つ

なけていく 人 と人がつながつていく「ホIJについて深く考え

させら,こました

はわjり知れないはどサ)心のケアが必要な災■を こ れか

デ)到水するⅢf齢化H寺代に例えることは4くFilはと思いますが

ltW iにわたるであろう役|1 復製期の保他 レt材て hi  t t Lへの

災■支174は、れ:lt尚怖打岬:民をliみ|||さないための ‐つの

モテルのように感じました ど ちらも 多 l l lヽ1がバランスの

とオtた ,ことして利t縦1的かつltl母1的にrlはしてぃくシステ2、

つくりんセ 要ヽです

イiを小 1字l l l  1 7 Lの米刑R巾か「栗巾1巾,か足りません Jとテ

レビでぷえているなに波し ど うにか役に立ちたいと、ボラ

ンティアの機会をうかが′)ていました そ んななか PC A l

(ヒーキャット)からイiをホ1谷Jllの第 "|として 多 職ll辿

れのなかで栞fl和Ⅲにできることをうとつけ,It  r l Kつてきてはしい

と依1守〔力iあり、 2011年 4)110 1カ】ら29 1にかけて Fiと

IJ 1 4エリアの一つであるlJL l i  河朽地1人にある多 1的tt設

「避楽n千Jでのに麻後ブア支|をに参加しました

||1発するⅢl lには 1) (〕AT本 部にて6‖十‖‖にわたり 災

t好ⅢⅢにおtする支援のい1題デitやブライマリ ケ ア 特 に被災

ヤおよび支1を子の心のケアについての 十‖‖角 i成を得るた

写真 1 遊 楽館での多職種連携ミーテイング(カンファ

レンス)

めの教育を受けました PC A Tと は、 | 1本ブライマリ ケ

アJl合学会がブライマリ ケ ア(家庭に,1〔総合li夕麻)のコ‖

念と文‖受を!′!く,人よとして「Pttnnary Carc for AII」2)木,こに

「leam)を 加えた■称です レi加"をはじめとする多職距を

モットーに構成された災午 え亨,て支l14チーン、として 14災 ヤ

の避増111活をレて'イての llから包す1的に支l14する活動を〕↓ね|も

行つています 支 援の様終 l llは地ltの保健 レi】t ll祉

職の方々がブ亡迎りの力を1枚り成すことにあります

私がイ「をで,〔動しはじめたのは使災後5週 ||からです

すでに先述F氷がイ「とのうと状4L‖のために11i報を44めていま

した  ‐ 部被災をrlれた1卜tに は救推所まで水られない介

たの必要な方や、救に所までイjけないlf歯↑仔が そ して各

避lr所には介iヒitの多い方々が1卜会的ぢすヤとなつているこ

とがわかっていました ま た1遊 楽飾では 山 らも被災しヘ

リコブターで敗llJされたイiを市立病院のllR環料内キ十の医印H

と行f隻脚多独によつてに棟体怖‖が粋ntされていました す で

にな‖に丹|レt,ては終旭に近づき、あるPII玄 避 郎所はシステ

2、化され杵ちドiいているかのようにサこえましたが、避町t)'「の

エーズは被災杵のエーズとともに出ヤ々 夕1々と変化していまし

た 被 交キの女とを|1標に対i急ギL贈|から隈性町1のに】〔を充

足し 最 終的には地ノこへ夜れる方rJへ支援していく″Z jヽArが

ありました

このような状わせドで xjF ttnイを 12避 難所から介iq ttf

祉に特化したlf ttL的避雑所へ牌‖iする方向性が児出されま

した と ころが 避 lPIt所にはさまざまなボランティア 1体が

人っているものサ)と ても連う与力S取オLているJ六況ではありま

せんでした と く|こ す でにある避郎所のなかに外出̀の 1

体が入っていくことはなかなか町tしそうでした す ぐに受け

入れてもらえる,科tもなく,か えって‖町赳れとされたり、 イく快に

はわれたりすることう少なくなかったと思います そ のため

‖1じ方いj llWに 向かつて連携 rrll.rlしていくための ド地づ

くりが必要でした 地 元医mlを中心に、朱まったボランティ

ア医lrFのキーバーツンが意見を交わし |に会的 JJヤである



介護壁の多い方を通栄朗に集めて介助していくことに意見

は一致し,各 の々ボランティア、行政,そ の他関連lll体が、

'といに情報共有できるように1人 と人をつないでいく活動を

地道に行つていさました
‐方、このような全体の動きの中でl PCAT舞 剤師は、

地元行巻市で薬剤師全体の指揮をとつていた丹野住郎氏と

コンタクトをとりました 丹 野氏が運営していた公営業テjは

IF波に流され,個 人的な話を聞くに忍びず詳しいことはわか

りませんが,親 威の多くの方が被災されたようでした し か

し,丹 野氏は気丈にも石巻市全体の医療,簡 祉.保 健に

日を配り、多機種と子をつなざながら復興への道を精力的

に歩んでいました そ んな中で、石をli内の業用89軒のう

ち、 ■ 時39軒しか営業できていないことを知りました そ の

時点で、PCAT策 剤師としての日標は,は ば阿まりました

①白らも被災ヤであり、遊学館で医療に携わつていたてi

巻市立病院の医師 青護師の負Ⅲlを減らすために,案

剤の流れをシステム化し、適正な医療 薬剤が提供で

きるように支援すること

②地元業剤師の復興を支援するために、通楽館の慢性

期疾患に使用する紫剤を院外処方とし、そのシステム

化を図ること

以 11‐細かなマニュアルは次のポランティア栄剤師に託

し,大 まかな基盤づくりに注力しました そ の間も、地元医

療常の意見を尊読し、密に報告、連絡、相談を心がけまし

た 遊 楽館にllfr接かかわる方ばかりでなく、表舞台に出て

こない方々 ‐人ひとりが全身全電を傾けて、つながつていこ

うとしていました(表1,写真 1)

まだまだ復興の通は険しく、これからの慢性期こそ心のつ

ながり、心のケアが求められてくることが 予想されますがぅ

今は1の災年後方支援活動を通して,人 と人をつなぐプロセ

スで大切なことを学ばせてもらいました

薬や医療という祝点ではなく、生きるという祝点で, ハ点

を観るのではなく,全 体を鳥取しながら,刻 々と変化する

ニーズや木来のニーズを子期する客知力,臨 機応変に対応

していく柔軟性に富んだ判断力と行動力1知 識や経験をつ

なげ限られた資源を最大限利用していく創意 11夫Ⅲ古用カ

が求められていました 健 全な使命感に基づき,絶 対やり

遂げる,ど うにかするという諦めない気持ちと,決 して焦ら

ず,常 に優しい「1で先走ることのない不動心,周 囲と協調し

ていく忍耐力も大事でした さ らに、リーダーには,全 体の

表 1 福祉的避難所「遊楽館」rこぉける率剤師の支援
活動内容

導入期(地元とつながる)
―現状把握
―行政,市 立病院職員との協力体制の構築
一薬剤師会との情報共有と協力体制の構築

準備期(運楽館内の薬剤師活動)
一多職程協的によるカルテ アセスメントシート作成
―個別の使用薬剤田重(心のケアを含む)
一率剤管理方法の問き取り
―採剤管理,服 葉支援の問題点の掘り起し
―率剤管理システムの構築
―院内処方システムの構築
―システムの遊学館医療チームでの合忠
―システムを実行する環境調製(ヒト1モ ノ.情 報)

薬剤師の確保
田剤室の整備
採剤,物 品1備 品の整備
院外処方ファックスコーナーの設置
外来受診から院内処方への事前胴整(アナウンス)
地元率局との調剤内規の取り決め
医薬品集,物 品集の作成

―お栞手張の管理
行動期(定期処方雲の発行)

一配薬
―個別患者の服薬管理支援
一臨時処方範の調剤
―夜間麟時処方箋(プロトコル)の作成

維持期
―個別患者の服薬管理支援の充実

移行準備湖(薬剤師会との連携)
―退所後の地域薬局への移行準備

移行期(終息期)
一引き継ぎ

意思を統 ‐し̀ lHlじ田的に向かつてミッションをやり遂げる

方向性を示す統率力とつなげる力が求められました 窓 []

を ‐本化し,す べてのヤが、縦の命令指示系統を尊重し,

H職 種lHlいのつながりによる職能創造,多 職権Hlに よる

補党など横の連携も十分に意識して,密 に報告、連絡,相

談をし. r4ぃ傾聴し,尊 磁し令えるコミュニケーションが、

関係づくりを強回にし,よ り良い方向へと導いてくれました

近い将来、本格的に1地 域全体で支えていく在宅療震支

援のための連携システムづくりが必要になつてきます 1 l Lrl

から心がけたい貴重なヒントがたくさん詰まつた体験をさせ

ていただきました
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